
水田におけるイタリアンライグラスの

連続刈取法の計画と実施

福見良 平

Ｉ緒言

イタリアンライグラスは旺盛な再生力と安定した収量が得られることから，西南暖地におけ

る冬作飼料作物の主力をなしている。また，その旺盛な再生力を利用した長期の青刈給与体系

がほぼ確立されている。しかし，旺盛な再生力をもつ反面，ともすると刈取適期を失して倒伏

する。この場合，刈取作業は多くの労力を要し，機械刈取をも困難にする。また，下葉の枯れ

上りや腐敗が著しく，利用不能な部分が増大する。この現象は水田における集約栽培において

しばしば見られる。

別報2)でイタリアンライグラスの時期的な生産力を明らかにし，収量を高めるための合理的

な刈取法について述べたが，今回は青刈給与の観点から，刈取しやすい状態にある生草を連続

して刈取る方法を検討し，その時期的な刈取量と刈取期間を推定し，計画的な連続刈取法を確

立するために，以下に述べる試験を行なった。

試験は本学部付属農場において1966年から1969年の間に行なわれたもので，文部技官永井徳

電，石橋辰雄，泉国治，田原三男の諸氏の御援助にあづかつた。

本稿を草するにあたり作物学研究室，津野幸人博士には終始御助言をいただいた。ここに以

上のかたがたに厚く感謝の意を表する次第である。

Ⅱ－１イタリアンライグラスの生草重と草丈について

倒伏したイタリアンライグラスの刈取は多くの労力を要すると同時に，機械刈取をも困難に

する。また下葉の腐敗が著しく利用不能な部分も見られる。そこで倒伏に至る経過を生草重と

草丈でとらえ，刈取しやすい状態にあるイタリアンライグラスの生草重を検討するために，時

期的にみた再生草の生草重と草丈について調査した。

（１）材料および方法

1966年９月11日に水田を耕転機で耕起したあと，イタリアンライグラスをα当り0.3恥散播

し，覆土をかねて耕深１c１m程度にロータリー耕を行ない幅４ｍに畦立した。施肥量は基肥とし

て化成肥料（Ｎ１４－Ｐ９－Ｋ１３）を４１Ｗα，追肥は10月31日，１２月10日，１月20日，５月１

日，４月１０日，４月30日，５月20日にそれぞれ尿素を1.51Ｗα施用した。試験は１区16mPの２

連制とし，刈株の高さは地上５cmとした。

（２）結果および考察

１番草と再生草における生草重の推移は第１図のとおりである。

２月中旬から４月上旬に刈取られた再生草は，他の時期に刈取られた再生草および１番草に

比らべて，生草増加の上昇度は大きい。同じ時期における，２番草と５番草ならびに３番草と

４番草の増加経過には大差が認められ･Ｆ，また生産量もほぼ等しい。このことは別報2)に見ら

れるとおり，物質生産涼度（ＣＧＲ）の時期的な変動が番草序数には関係なく固定的であると

の見方を支持するものである。また．１番草については，１２月上旬以前に比らべてそれ以後の
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増加速度が低下していることが生草重の増加経過より認められる。

－●－１巷草
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第１図，ＸＩ取時期別生草重の推移第２図，時期別生草重と草丈の関係

そこで刈取時期別の生草重と草丈の関係を求めた結果は第２図のとおりである。第２図によ

ると，３月中旬以後に刈取られた再生草は，２月中旬以前に刈取られた生草に比較して，草丈

が高い割に生草重が軽くなっている。この刈取時期における草丈と生草重との関係の差異につ

いて，冬期刈取では分げつ数が多い傾向が見られ，３月中旬以後の刈取は分げつ数の減少が見

られることからして，刈取時の茎数の差が原因と考えられる。また相対的な見方であるが，２

月中旬以前に刈取られた再生草の増加は分げつ数の増加により，５月中旬以後に刈取られた再

生草は，草丈が高くなることによって生草重が増加するものと思われる。

次に外見的な観察結果を記すと，草丈40cm程度より葉身の垂下が一部に見られ，６０α､で葉身

の垂下は一層著しくなり80C1n前後で倒伏した。葉身の垂下が著しくなる頃より下葉の枯れ上り

が観察されたが，利用不能な部分は見られなかった。これを生草重で示すと’１番草および２

月中旬までに刈取られた再生草は，2501Ｗα程度より葉身の垂下が著しくなり，4501Ｗα前後

で倒伏することになる。また５月中旬以後に刈取られた再生草は，1001Ｗα程度より葉身の垂

下が著しくなり，250FＷα前後で倒伏すると言える。

以上より，１番草および３月上旬以前に刈取られた再生草は，4501Ｗα以下，また３月上旬

以後に刈取られた再生草は，250彫/α以下であるならば倒伏しないと言えよう。

このことから，１番草および３月上旬以前に刈取られた再生草の刈取しやすい生草重は，

150（刈取可能な量）～450噂/αの範囲であり，５月中旬以後に刈取られた再生草は’150～

2501Ｗαの範囲であると言える。また１番草の刈取しやすい状態にある期間は’１１月上旬から

２月上旬である。

そこで１番草の刈取期間と１日当り刈取量を検討するために，１ＫFの生草を生産するに必要

な面積（逆数値）‘)を求めた（第３図）。第３図より，刈取可能な量に到達した11月１１日を基

点として逆数累積値を求め，図示すると第４図のとおりであり，その時期的な関係は次の式で

示される。
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第４図'舗瀧瀦熟）
次に連続刈取法を検討するために，別報8)で明らかにした再生草のＣＧＲの時期的な変化

は，次式で示される（第５図）。

Ｙ＝３（期間11月－２月１０日）

Ｙ＝-0.2Ｘ２＋2.8Ｘ１Ｘ＝１０日１≦Ｘ≦1３（期間２月１０日－６月１０日）

Ｙ：ＣＧＲ,kg/α／日
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第３図，逆数値の時期的な変化

第５図，再生草におけるＣＧＲの時期的な関係
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平均１日当り刈取量彫Ｉ５．０

第１表，刈取計画と実施
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Ⅱ－２イタリアンライグラスの連続刈取について

第１表の刈取計画に基づいて刈取を行ない刈取期間と刈取量および刈取時の草丈，生育段階

について調査した。

（１）材料および方法
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以上の再生草のＣＧＲと１番草における逆数累積値により，連続刈取法を計画した。

連続刈取法の計画

限られた面積の圃場を５回刈取ることを前提として第１表の如き計画をたてた。１番草につ

いては中西の方法のを適用した。２番草の刈取始め現存量が3001Ｗｑ近くになることを想定す

ると，１番草の刈取日数は，ＣＧＲより推定して，９５日を算出した。いまこの期間の平均ＣＧ

Ｒを3.01Ｗｑ/日とすると（Ｙ＝３であるので，ろ×９５＝285）９５日で285噂に到達する。１番

草の刈取推定量は中西の方法によれば,逆数累積値が95日後で3.3であるので｣W婆とすると
約3.0彫である。すなわち，平均１日当たり刈取量は３．01Ｗαである。次に，２番草について

みると，５番草の刈取始め現存量が500KF附近にくるためには，平均ＣＧＲ（6.8彫）より推定

して（第５図）４５日を要す､る。そこで，２番草の生産量は285彫と推定されるのでこれを45日

で除すると，平均１日当たり刈取量は6.1KＷｑとなる。このようにして，５番草，４番草の刈

取日数および平均１日当たり刈取量を算出した。

５番草については，４番草の刈取期間を長くすると，草質の低下を招くので，４番草の刈取

期間を50日と設定した。すると，４番草の期間の平均ＣＧＲが7.0彫であるので，５番草の刈

取始め現存量は210噂（50×７＝210）である。この期間は後作の関係で６月20日までに刈取終

了することを前提とすると，刈取日数は22日となる。したがって，刈取推定量210噂を刈取期

間で除すと平均１日当たり刈取量は9.5噂となる。

以上の操作は次の如き考えかたに立脚している。

１番草が刈取可能な量に到達した後，刈取しやすい状態で，し好性の高い生草を連続して刈

取るためには，連続刈取が一巡した後の刈取始め現存量が，刈取しやすい状態の生草量になる

ような刈取期間が必要である。このような観点から第１表の計画の部を作成し，これを実証す

るするために試験Ⅱ－２を行なった。
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1968年９月11日水田５αにイタリアンライグラスを散播した。耕種概要は試験Ⅱ－１に率じ

た。刈取は草刈機で行ない，刈株の高さは地上５c１m程度であった。

１１月１１日に刈取可能量に到達し，以後翌年６月１１日まで連続して刈取を行なった。

（２）結果および考察

計画と実施について比較したものは第１表のとおりである。

１番草，２番草および３番草の推定量と刈取量の差は10％以内であり，ほぼ適合している

が，４番草の刈取量は推定量より約14形少なかった。また５番草については，その差は18％で

あり，刈取期間で４日間の不足であった。このことは，草丈30cm以下のものは実際に刈取不能

なため，刈取られなかったことが原因と考えられる。これらのことから，４月以後の推定刈取

量を15影程度少なくして計画を立てる必要がある。

刈取時の草丈と生育段階は第２表のとおりである。

第２表によると，刈取期間中の草丈は50～85Cl､の範囲であった。また生育段階は分げっ期か

ら出穂期までであり，大部分は止葉期までのものであった。一部倒伏もあったが，刈取しやす

い状態で，し好性も高かった。下葉の枯れ上りは１番草の後期に見られる程度であった。

第２表，刈取時における草丈と生育段階
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青刈給与体系におけるイタリアンライグラスの連続刈取法を確立するために，一連の試験を

行なった。

１番草，および３月上旬以前に刈取られた再生草の刈取しやすい状態の生草重は，150～450

噂/αの範囲であり，３月上旬以後に刈取られた再生草は150～250町/αの範囲であった。ま

た，１番草の刈取しやすい状態にある期間は，１１月上旬から２月上旬であった。

１番草のα当り逆数累積値の時期的推移は次の式で示された。（試験Ⅱ－１）。

ｙ＝0.68＋0.36万ｌ蕗＝１０日０≦勇≦４（期間11月１１日-12月21日）

要Ⅲ摘
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以上の結果より，９月上旬に播種したイタリアンライグラスを，１１月上旬から翌年６月中旬

まで刈取しやすい状態で，生草を連続して得るために必要な刈取期と，α当たり１日刈取量

は，１番草が97日間でろ.0噂であり，２番草は44日間で6.1K９，５番草は27日間で10.2k9,4番草

は26日間で9.5彫，５番草は１８日間で9.5彫であった。また以上のような刈取期間と刈取量であ

るならば，し好性の高い生草を，刈取しやすい状態で連続して給与することが可能である。

しかし，連続刈取で得られる生草は，比較的若刈りであるため栄養率が狭く，可食量を給与

することは，栄養のバランスがとりにくく，栄養価に問題がある。また栄養率の広い飼料作物

を冬作に求めることはむづかしく，実際には稲わらの使用が便利である。イタリアンライグラ

スは高い生産性をもちながら，栄養率が狭いために，多給出来ないことに粗飼料としての欠点

が指摘される。
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〃＝1.22＋0.22力１カー１０日５≦力≦1０（期間12月21日－２月１９日）

ぴ：逆数累積値

再生草ＣＧＲと時期的推移は別報2)のデーターを用いると次式で示される。

Ｙ＝３（期間11月－ ２ 月 １ ０ 日 ）

Ｙ＝0.2Ｘ２＋2.8Ｘ１Ｘ＝１０日１≦Ｘ≦/1３（期間２月１０日－６月１０日）

Ｙ：CGRIWα／日

以上の結果に基づいて，１番草が刈取可能量に到達した後，刈取しやすい状態で連続して刈

取る方法を計画し，これを実証するたあに，９月上旬播種したイタリアンライグラスを11月１１

日から翌年６月１１日まで連続して刈取った。

その結果，刈取時の草丈は30～85口､の範囲であって，生育段階は分げつ期から出穂期までで

あり，大部分は止葉期までであった。

また，以上のような生草を連続して刈取るための刈取期間（時期）とα当り１日刈取量は，

次のとおりである。

１番草．９７日（11月11日－２月１５日）3.0彫

２番草．４４日（２月１６日－４月１日）6.1彫

５番草．２７日（４月２日－４月28日）10.2彫

４番草．２６日（４月29日－５月24日）9.5彫

５番草．１８日（５月25日－６月１１日）9.5噂

以上の刈取期間と１日当り刈取量で刈取るならば，刈取しやすい状態で，し好性の高い生草

を連続して得ることが可能である。
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